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Ⅰ求められる介護福祉士像   



介護福祉士制度施行後の高齢者介護・障害者福祉を取り巻く状況の変化  

○ 総人口が減少し、労働力人口も減少  

が見込まれる中で、少子高齢化が急  
速に進展し、今後とも介護サービス   

ニーズは増大  

・2015年には「団塊の世代」がすべて   

65歳以上  

・2025年には75歳以上の後期高齢   
者が約1千万人から約2千万人に倍増  

○ 介護保険制度  

→ 新しいサービスに対応できるケア   

モデルの構築が進められる。  
（個室・ユニットケアの特別養護老人ホー   

ム、認知症高齢者に対応した小規模・   
多機能型介護サービス拠点等）  

○ 障害者支援費制度・障害者自立支   
援法  

→ 地域生活支援、就労支援といった  

側面をより一層重視した障害者ケアが   

求められる。  

○ 障害者に対するサービスにおいても、  
障害者支援費制度の施行以降、利用   
者が急増  

介護の担い手の量的確保が課題  介護福祉士の資質の確保■向上が課題  

⊥⊥  ］  

【基本的視点】専門資格としての介護福祉士の養成の在り方の側面と、  
を如何に調和させていくか。  介護の担い手の人材確保の側面と   
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求められる介護福祉士像  
（「介護福祉士のあり方及びその養成プロセスの見直し等に関する検討会」報告書（2006年7月5日）より）  

［これからの介護福祉士の人材養成における目標］  

（D 尊厳を支えるケアの実践  

② 現場で必要とされる実践的能力  

③ 自立支援を重視し、これからの介護ニーズ、政策にも対応できる  

④ 施設・地域（在宅）を通じた汎用性ある能力  

⑤ 心理的・社会的支援の重視  

⑥ 予防からリハビリテーション、看取りまで、利用者の状態の変化  

に対応できる  

⑦ 他職種協働によるチームケア  

⑧ 一人でも基本的な対応ができる  

⑨ 「個別ケア」の実践  

⑩■利用者一家族、チームに対するコミュニケーション能力や的確な  
記録攣記述力  

⑪ 関連領域の基本的な理解  

⑫ 高い倫理性の保持  
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履修科目・教育内容の抜本的見直し  
〔資格取得後〕  

生涯を通じた能力開発  
・OJT  

・研修システム  

・より専門的な資格の導入  

「尊厳を支えるケア」の実現  

基礎的な能力  利用者本位  〔履修科目・教育内容〕   

国家資格は、基礎的な能力の付与をめざす  
教育時間の充実（1650h→1800h）  

内容の抜本的見直し  

・選択・自己決定  
・説明責任  これからの介護ニーズ  

政 策 の 方 向  
実習の充実  

多職種協働に  
よるチームケア  

・施設中心→地域・在宅重視  

リレ理的一社会的ケアの充実  
・予防からリハビリテーション、  

看取りまで  

イ個別ケア」  

・一人でも基本的な対応がで  

きる  

「こころと  

からだの  

しくみ」  

「介護」  

・介護技術  「人間と社会」  ・コミュニケーション能力  

・関連領域の理解  

・適切な記録  

エビデンスに基づくケア  高い倫理性の洒養  

実習のあり方の見直し  
・養成施設と実習施設の関係  

・実習施設の要件  

・実習指導者の養成 等  介護の現場を踏まえた実践的教育  養成校の基準の見直し  

教員資格の見直し  
・「情報収集－アセスメント一介護計画一実施一評価」の介護過程に対応  

りト規模・多機能、地域密着、居住系サービス、ユニットケア等の新しい方向に対応  
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教育力リキュラムの見直しについて  

検討状況  

○ 介護福祉士養成課程における教育内容等の見直しについては、平成18年  
7月の検討会報告書を踏まえ、厚生労働省を事務局とする作業チームが設置  
され、検討が行われている。  

○ 作業チームにおいて、まず養成施設2年課程に係る時間数（1，800時間）及  
びその具体的な教育内容の骨子を検討。これを基準として以下の課程に係る  
時間数及びその具体的な教育内容についても検討。  

（参考：作業チームの「中間まとめ」における新カリキュラム案）  

・福祉系大学・社会福祉士養成施設等卒1年課程、保育士養成施設等卒1年   
課程  

・実務経験ルートに新たに賦課される養成課程  
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［参考］作業チームの「中間まとめ」における新カリキュラム案  
（事考）介護鶴見基礎研♯  500  薪）保育士暮成施設等卒  1155  新）養成課程8ケ月  600  新）福祉系大学・社会  1．080  薪）2年養成課程  1800  

福祉士壬成施設等卒  
科 目   時間数   

人  
間  
の  
埋  
解   小計  

粧吐  

・‘ゝ           ・：F  

ヒの  
旨理  

！拝  

小計  

小 計  

介護概論   

コミュニケーション技術   
：什  

盲護 戎  300  

術  
介護過程   

E  

；案 習  介護実習   

小 計  

発達と老化の理解   

ろ  
と  
か  
ら  
だ  

科 目   時間数   

生活支援の理念と介乳こおける   
尊厳の理解  

老人、障害者等が活用する制度及び   
サービスの理解  

（小計）   

介護漁具の倫理と隈務   

介訂こおけるコミュニケーションと   

介護技術   

介護における社会福祉援助技術   

生活支援と家事援助技術   

生活支援のためのアセスメント計画   

（小計）   

介護実習   

（小計）   川0  

認知症の理解   

老人、障害者等の疾病、障害等に   
関する理解  

科 目   時間数   

人  

間  
の  
理  
解   小計   

生活と福祉   

人  
間  
と  
社 円  
＝【  

解  

小計   

小 計  

介護概論   

コミュニケーション技術   
介  
護  
技  

介  
術  

護  

実  
習  

小 計  

発達と老化の理解   

ろ  
と  
か  
ら  
だ  

iの  1120i  

科 目   時間数   

人  
間  
の  
理  
解  小計  

人  
間  
と  
杜 」ゝ  
丁【   
解  

小計   

小 計  ほ   

介護概論   

コミュニケーシ】ン技術   
介  

護 技  300  

介  
輯  

護  

実 晋  介護実習   

小 計  

し＿  

ろ  
と  
か  
ら  
だ  

科 目   時間数   

人  30以上  

間  
の  30以上  

理  
解   小計   60以上  

生活と福祉   15以上  

人  
間  15以上   

と  

社 ．一ゝ  

コ王   

解   15以上  

小計   60以上  

※上記必修科目のほか、選択科目  

小 計  

介護概論   柑0  

コミュニケーシ】ン技術   
介  

護 技  

術  

介  
介護過程   

護  

実 習  介護実習   

小 計  1200   

発達と老化の理解   

ろ  
と  
か  
ら  
だ  

福祉系大学・社会福祉士養成施設等卒業ルート  
保育士養成施設卒業ルート  

実務経寮ルート   
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介護福祉士の役割について  

現 行  

○ 介護福祉士の名称を用いて、専門的知識及び技術をもって、身体上若しくは  
精神上の障害があることにより日常生活を営むのに支障がある者につき入浴、  
排せつ、食事その他の介護を行い、並びにその者及びその介護者に対して介  
護に関する指導を行うことを業とする者をいう。  

○ 業務を行うに当たっては、医師その他の医療関係者との連携を保たなけれ   
ばならない。  
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［参考］「社会福祉士及び介護福祉士法」上の  

定義規定及び義務規定  

※「社会福祉士及び介護福祉士法」（昭和62年法律第30号）より  ＜定義規定＞   

；（定義）  

；第二条この法律において「介護福祉士」とは、第四十二条第一項の登録を受け、介護福祉士の名称を用いて、専門的知識及び技術をもって、；  
身体上若しくは精神上の障害があることにより日常生活を営むのに支障がある者につき入浴、排せつ、食事その他の介護を行い、並びにその  

者及びその介護者に対して介護に関する指導を行うことを業とする者をいう。  
l   

l＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．．．．．．＿＿＿．．．．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿  

＜義務規定＞  

】  
：（信用失墜行為の禁止）  
l  

：第四十五条 社会福祉士又は介護福祉士は、社会福祉士又は介護福祉士の信用を傷つけるような行為をしてはならない。  

l ：（秘密保持義務）  

：第四十六条 社会福祉士又は介護福祉士は、正当な理由がなく、その業務に関して知り得た人の秘密を漏らしてはならない。  

社会福祉士又は介護福祉士でなくなった後においても、同様とする。  
l  

：（連携）  

：第四十七条 社会福祉士及び介護福祉士は、その業務を行うに当たっては、医師その他の医療関係者との連携を保たなければならない。 l  

：（名称の使用制限） －  

：第四十八条 社会福祉士でない者は、社会福祉士という名称を使用してはならない。 l  

：2 介護福祉士でない者は、介護福祉士という名称を使用してはならない。 t  
】  

※参考：「社会福祉士及び介護福祉士法施行規則」（昭和62年厚生省令第49号）より  
‾■－－－－－■■●●一t●●■■■l■ －－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－一－－－－－－一一－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－一－－－－－－●●一嶋一一一嶋－－－－－－－－一一一■－■■－－－－■【   

．、士⊥A、  ‡   
：（連携）  

：第二十七条 社会福祉士及び介護福祉士は、その業務を行うに際し、医療が必要となった場合の医師を、あらかじめ、確認しなければならない。 1  

‡2 社会福祉士及び介護福祉士は、その業務を行うに当たり、医師その他の医療関係者の関与が必要となった場合には、医師その他の医療 l  

：関係者に連絡しなければならない。  
1－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－一一一－－■－■－■－■－－－－＿＿－＿－＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿●＿－＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿●－＿＿  
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